


跡また、木製品も数多く出土合跡15軒。

ヤジ山遺跡
|日:rî 6~時代(約2Jî8 千1f-前)のローム

附から数かrJíの {Î6~集中地，r，I;(

山谷遺跡 ， 
14-15!l!紀の街道跡、市の跡コ

(千葉県初)

芝野遺跡
弥生時代後期lの小さ� a[)<1耐の

水田跡。(千葉県初)

l折原サービス・エリアのまわりの台地にほ、旧石部

時代から人々が暮 らしはじめ、縄文時代早期にはたく

さんの人々が訪れていました。とても多くの局外炉の

跡が伐っているのにfヰ居跡はま ったくありまぜん。 ま

た、焼けた石が大量に見つか った所もあるので、ノtー

ベキュ ーをしたのかもしれません。今のキャンプ湯み

たいですね。

小1笹川のまわりでも弥生時代の終わりごろか ら米づくりが行われてい

ました。こうした米づく りをとおして高をたくわえたムラの長が、 高台

に古頃をつく ったのかも しれませんねc

また、小恒川を1'Jtんだl干l
A -';J 

北側の山谷遺i跡のめたりには今でも 「

こでみつか っ た道路湖、は、地名のとま~.~

時に通った街道の一つですc

時代の大きな城跡ですυ

中越遺跡
内J~ P~t\， ljíJ!引の ム ラ の 11附湖、
から小動l鍔出 J-. ~

橋古墳群笹子城跡
戦liil時代の 大きな山城跡� 

きなビルが建ち並び、� 21世紀への胎動を感じ 石器や石器の材料が集中している所=ブロソク

ます。一方、遺跡の周りには桜の大木があり、 を見つけました。同じ深さで石器のブロック

キジが飛びかい、 ヒバリの嶋き声が響 きわた がいくつも 見つかり、 まるでドーナツのよう

につながって、直径が70111にもなっています。

このようなつながりは、考古学では環状プロ
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ックと呼ばれています。この遺跡では、環状

ブロックの内側に、さらに別の小さな石器の

ブロックもありました。環状ブロックは、 土品

だ発掘の例が少ない貴重なものです。石器の

材質には、安山岩・ 頁岩・チャート
斗三里ヨ� ι t~ f:I)Ll) う:;....d¥h

・1馬楢- 村田川と養老川にほさまれた低
L:t<へん 地では弥生|時代から、すでに米っ

凝灰岩などの多くの種類がありました� 剥片C くりをしてL、ました。

(石器を製作するときの破片)に混ざって、 .環状ブロックl 奈良!時代になるとこのあたりに

は、� J総匡!の役所や郡の役所が!集

まり、 問分寺や問分尼寺も建てら

れました。これらの役所などに向

かう 「東海道」が東京湾の方から

糊コーナー� 続いていて、多くの人々の行き米

ヲ:売ったようです c その 当時の

木簡 (木の荷札)も見つかってい

ます。

発掘調査速報


泉北側第3遺跡は、北総台地の北のはずれに

近く、 手賀沼から東に流れ出て利根川に注ぐ

六軒川の支流、亀成川を北にのぞむ小さな谷

の東側に続く標高24mの台地の上にあります。

利根川本流から南へ直線にして2kmも離れてい

ない所です。

周辺を見渡すと 一番最初に日に付くのが

携帯電話の電波塔です。塔の向こう側には大

た

っています。遺跡の西側の谷には湧
わ

き水をj留

めている池があり、ザリガニが動きまわり、別

世界に飛び込んだような錯覚におちいります口

発掘調査は平成9年9月から 実施され、

縄文時代早期の土器が含まれている地層 と江

戸時代の野馬堀が見っかりました。そして、

今年度は地表から 1m 50cmくらいの深さの関東

ローム層の中から2万5千年前の旧石器時代の

せき� ι

石刃
ん

やナイフ形石器などの製品も見つかって

います。

遺跡を発掘していると、当時の人々が生活

した地面や発見された遺物に触れることで、� 2

万5千年前に生 きて~.た人々の息づかいが感じ

られるようです。

(竹田 良男)
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館山自動車道は、平成7年7月に千葉市か5木更津市

まで開通しました。との道路はアクアライン(東京湾

横断道路)にもつながり、首都圏の地域間相互の連絡

を促進する道の1つとして機能し始めています。この道路工事区域内には、� 25か所の遺跡

があり、昭和63年に発掘調査が始まり平成6年に終了しました。その結果、古代の東海道本

に連なる道の跡のほか、旧石器時代かう中世までの貴重な資料を数多く得ることができ、

西上総地域の歴史の解明のために新たな手掛かりを加えることができました。

⑥遺跡今昔物語⑤


(渡辺昭宏) 

必ず~" ， く ; しι" く。 ひ P う刷 、

本東海道 占くは、都を H'，て制傾向?、う東京湾の j制休道を il在 っ て上向1{;H~A'-陸して北上し、下総凶を総
ー

て常|遊間へ向かうのが
東海道の本道でしたが、宝fli2年� (771)に相模凶から陸路で武蔵悶を経て下総lji]に人る道筋に変更されました。

、ち::1r，じ� Lうりセい

海保野口遺跡 市原条皇制遺跡
縦文時代早期� (約7千年前)の炉穴跡 縄文時代中絞!引のめずらしい1民地のしl塚「弥生時代

約200幕c 中Wj (約5千年前)の住居 から中1せにかけての水旧跡ハ奈良-平安時代の道路

今回紹介する遺物は、新東京国際空港内の

成田市東峰御幸畑西(空港Nu.6I)遺跡から見つ
じん�  J、ませいぜ き ふ てんじん み ね� tがみ

かった「刃部磨製石斧」と、 天神峰最上(空港� 

No64)遺跡から見つかった「有溝砥石」ですc

石斧は蛇紋岩製で、両側から刃の部分が磨

かれています。石器が磨かれて作られるのは、

世界史の上では、新石器時代(I万年以後)か

らとされていますが、 日本の各地では、 それ

より早く、|日石器時代の2717・8千年前の地層

から、写真のように、メ]を部分的に磨いた石

器が見つかっています。私たちはそのような

石器を「刃部(局部)磨製石斧Jと呼んでいますの

刃こぼれなどによって切れなくなった時に、

'1t現代の私たちが包丁を研ぐように何度も研� 

で新鮮な刃を再生させたのでしょう。

一般的に石斧は、木の伐採や加工、骨や角

の加工、皮なめしに使われたと考えられてい

ます。ところが、長野県の遺跡から見つかっ

た刃部磨製石斧の刃の部分に付着した脂肪を

分析したところ、ナウマンゾウやオオツノシ

カの脂肪が見つかったという人もいます。大

型の動物の狩猟や解体作業に、この種の石斧

が使われたのでしょうか。

千葉県内では、今回紹介したような石斧は

北の高台には中世の特色ある遺跡があります。� 

鎌合街道jという地名があり、こ

房総の武 上|司が 円 、ざ鎌 l汁 J の

南側の証引 問、峰、下の写真のように戦国

古墳時 ! ~~W則の 1îJ円か ら除、

この石斧を磨く(研ぐ)のに必要なのが砥 約30点見つかっていますが、有溝砥bは、千
※告遺跡とも複数の時代にまたがっていますが、紹介はおも忽ものに限ります。

石です。砥石は、砂岩製で、上面に2条、両側 葉市餅ヶ崎遺跡、市原市草刈六之台遺跡から、� 
- は、その他の遺跡

面に各1条の溝ができています。ちょうど石器 1例ずつしか発見されておらず、大変珍しい資

の大きさに合っているのが分かると思います。 料と L、えるでしょう� (永塚俊司)C

大な刷跡発見。:"'1 鉄会IJ、制鍬、� E~iが ，'Pt L ο







調査速報

長須賀条里制遺跡は、館II この遺跡の発1M1 :J湾に面 した平野 調査で8月τIt旬、古墳時代後

の市部、 ，!~~q I';]j10m前後の低地に位置していま 則前半� (6世紀前半)の高床式倉庫の扉阪が発

す。今年度は4Hから調査を実施しており、 多 見されました。

くの成果をあげています。その中でも 中心と 大|坂附内で見つかった扉と比べて兄て くだ

員時代中!剖から後則前半の本路、 fhトにつく られている時中� [-t左端、LさIなるのは、古� や}JJt板

明治時代の末ごろまで、成田かう潮来にかけての主

要な交通手段は利根川を利用した水上交通でした。 縄

文時代は香取の海� (現利根川)を、丸木舟が
まるをぷね

行き来し、

江戸時代は、帆を張った高瀬船
たかせぷね

が物資や人を江戸まで運んでいました。その後、明治31

遺跡今昔物語 


た
。

さらに、木樋の北庁には水回i跡が広がっ 側高遺跡
利似川にruiする白I山の端O) jJ1刷、

年に成田・佐原聞に鉄道が開通すると列車による陸上輸送へと代わり、今日ではトラック
水|封跡、さらに水辺で豊作を折った本|努祭J日li

跡からは、 j骨イイ製の子持勾 l~ や銅製の鏡、本

製の鋤や鍬、そのほか祭耐の様子を約制Hとさ

の中央にある門受けの形、一本の木から� rll央

法ま/プり出 している製作I11Jの問受けと 扉板を

で、 多少の大きさの速いはありま すがとても

よく似ていますの、li時の先進地域で、あった畿

内地/了と同じ形式の高床式倉庫がここに存在

していたことがはっきりしてきました。

この泣跡では、ほかにも多くの木製品が見

つかっています。その一つに木樋があります。

扉板の下に密着:して、 右図のように北東から

南阿に流れる水路に、取り付けられて� p まし

による輸送が中心になっていますD そして、茨城県鹿嶋市に新しく造うれた工業地帯と首

都圏を短時間で結ぶために新しい高速道路が必要になり、 東関東自動車道� (成田・潮来
いたこ

区

間)が建設されました。

この道路工事区間には57か所の遺跡があったため、昭和53年4月かう昭和59年3月に

かけて発掘調査が行われました。その結果、旧石器時代の石器製作跡や、縄文時代、弥生

時代、古墳時代、奈良 ・平安時代にいたるまでの集落跡、 中世の館跡
やかた

などが発見されまし

た。香取の海を船が行
ゆ

き交
か

っていたとろの様子や、香取神宮
かとりじんぐう

と周辺の集落の関係もおぼろ

げなが5わかってきました。これ5の遺跡のうち主なものを紹介します。(平野 雅一)

そ::1'たか

ているのがわかりました。木樋は、角材をく

りぬいた本体の卜に版状のふたがされていま

したじ水路から本|卦へ、水を引くパイプの役

目を果たしていたようですの (波辺 昭宏)

制文:u1τ1 1::'/!例 (*f~8.()()0 J，F前)の 1二出 

"ÎJ1Ï2)，~、， 'îJt'!llキ{に(約 1 ，400'1'liif) 

の f U，，;日、~~;13~q 吉原三王遺跡
内墳~奈良・、!と安 II t l \:の ln，，~閥、 104利

千安時代から中� I!!にかけての必多政

多国遺跡 鋭、青磁の 6;~ 、 H)，{き、鉄、 制刀な

t:
縄 文キft'I'WJ-後rf1 どtH-

(約5.000-3，OOO{1イIiJlのムラ

(仇 

ρ H.¥)、りえた[占i実たを!肘「竹ケルミなどの木の� 

'1ゆ川� fj!肘，r川i主て り則跡、4ω0粁|

l二{主張として(吸われま した。

出口遺跡� 
IFI fi都時代(約26.000 'f'llíf)の行 ~:'f製 

fj.，跡3かド'}rコ

H コケコッコー" す。市-墳の上に立てられていた時には何を見 毛内遺跡
縄文前期(約6，500fF-前)のムラ

最近あまり聞かれなくなりましたが、 ニワ つめていたのでしょうか。 unl.ff!i 50点

縄文人ちおしゃれで、した。

イヤリングの草分けです、
え'!I)えづカ・

庚康遺跡
縄 文時11::?矧 (約8.000年前)の� LU11 

多々羅堂
たた ら ど

遺
下

跡
とんな時，{[いを込めてf1てったのでしょう

'Ì~;メ 1:1時代後IUJ (約l，8()(){I'rii
奈良・、|三次fIキ fl::の f ì:肘湖、3~if

.f)の1t肘跡24軒

中・近世のほか ら は祭りの跡も~~っか
ムラの人々で協力して米作りをしていました

りました
佐原再f[~インタ ー チ ェ ンジの近 三 日 伴、大手rI 

~ÿ~~ f~ }，1U可経世 の拠点と して布'J建さ れた

トリの鳴き声を聞いて目覚めたことのある人

も多いかと思います。

今回紹介するのは、芝山町.の山田宝馬164号

墳(にわとり塚)から山� Lしたニワトリ形の� 

埴輪です。

この古墳は6世紀後半に築かれた、 全長45m
喧，!dまうごうえん� .;./L

ニワトリと人との付き合いは古く、弥生時

代から人間に飼われていました。古墳に並べ

られる埴輪としても、比較的早く� 4世紀には現

れるようです。

ニワトリは、� H寺計のない時代には、時を告

げる烏として、� また、時間から朝(明るさ)

脊1阪神7当があります。古原三王遺跡からはたく

さんの墨プ?土:告が見っかり、 「・.f~進 u
の前方後円墳です。昭和62年の調査の時に、

川
野
印

乎びかえす特別な力をもっているものと信11を

古墳の周溝から武人や家などの埴輪と点者に、 じられていたようですc 古事記の天の岩戸神

話の中でも「常世の長嶋鳥」としてr'Hてきます。

川
平
以

叩毛 

m
群墳古 稲荷峯遺跡� の文言から例I宮に本仕する人をネしtI'，していた

ムラであることがわかりました。1~fìíÎ I1JIキ代早期� 11縄 文
つぶれた状態で、出土しました。はじめは水鳥

妙

川

似

L

(約8.000-5，ooofr前}

の(1:肘跡15事|かと忠われたのですが、復元するととさかの 最近は、いろいろな事件がおきたり不景気

あることからオスのニワトリだということが であったりと重苦しいHキ代ですが、 このニワ

わかりました。翼を折りたたみ、力強くすっ トリの鳴き声で明るい未来を呼びこんでほし

h
vl

t
、園

川
町
船
ト
例

-F'aπι

川裏

切
断

、
7

ド 

内
4U 

-は、その他の遺跡

跡
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くと立ち上がった百が何とも 漂々しく感じら いものです。
ふう

新東京国際空港れます。UNも鋭く速くを見つめているようで (平野 雅







発掘調査速報

コーナー� 

三直中郷遺跡は、君津市を流れる小糸川沿いに

あります。沖田地区はこの遺跡のなかでも一番山す

そで、現在の水田を約1メートル掘り下げたところか

ら平安時代の水田跡が見つかり、たくさんの木製農

具や建築部材が発見されましたO

発見された木製農具の中心は田下駄で、足板だ

けでも約70点ありましたcこの中に雪国で使われて� 

pる「かんじき」に似た形のものがありました。かんじ

きとは、深い雪の上でも足がもぐらないように歩くた

めの道具ですが、ここがその昔雪国だ、ったわけで、は

ありませんQ ここは、特に水の集まりゃすい場所で、

同の中に年中水が入っている状態でした。こうした

湿田で足を取られないで歩きやすくするために「か

6世紀に伝来した仏教は、� 9世

紀になると東国の村落にも浸透

してきましたcこのことは、仏教に

関する'T句が書かれた墨書土

器や、香炉などの「仏具」が集落

跡から出土することから

推測されます。こうした仏

教にかかわる遺物の中

干葉市谷津遺跡出土瓦指(高さ約lm20cm)及び亙堂(高さ約43cm)

(県立房総風土記のE保管、 繍影 掘越知道)

んじき」状の田下駄が必要になったので、しようc丸い

木枠が付いた状態で出土したものは2点だけです

が、足板だけ見ても、そのデザインは実に様々です Q

こうした遠いは、その使い方によるもので、代かき*や
おおあ し

代踏み*に使われた「大足」や、湿田の作業に使わ

れた「かんじき」形、「ナンJ¥'J形などがあります。

これだけ多くの田下駄が一つの遺跡から見つか

るのは全国的にも珍しく、かんじき形田下駄が枠付

の状態で出土したことも大変貴重な発見です。

(渡辺昭宏)

*代かさ: mMえの liijに、 百'iをMえやすいように水を11，り トを柔ら かくしな

がら 子らにならす作業】

叶iJt，み !肥料としてt;f.をm作土に踏み込む行来。

「かんじきJ形田下駄

日下駐の使用復原� 
(秋山浩三氏� [大
足の再検討」、f考
古学研究J40-3、� 

1993.12より転

に、「瓦塔」と呼ばれる粘土で焼き上げた塔のミニチ

ュアがあります。

印西市馬込遺跡では、� 9世紀初めころの集落跡

から、瓦塔が発見されました。この瓦塔は、破片数が

多いことから以前千葉市谷津遺跡で発見されたも

のと同じように、瓦堂とついになっている可能性があ

りますO

瓦塔をつくった目的やその使い方については、不

明な部分が多いのですが、塔そのものの代用という

だけでなく、仏さまを安置する厨子としての機能が考

えられます。このほか、同様な性格の遺物として寺

院の金堂を模した「瓦堂jがあり、瓦塔とセットで、出

土することもありますO

また、瓦塔類が出土した集落跡で、瓦葺きの建物

跡や瓦塔類をおさめていたとみられる建物跡が検

出される場合があります口これらはムラの中のお寺や

EEE 
三直中郷遺跡出土田下駄の足板� 

思振をほかの部品に結びつけるための穴が両端にある Q

鱒緒の穴3か所。

定板を他の部分に組み付けるためのほぞが両端にある。

卿績の穴なし。

足板を他の部晶に結び付けるためのくびれが両織にある舟形。

鳳緒の穴3か所

摘の還のようなものを転用。� .緒の穴3か所。

「ナンHJ形田下電主。

ひもを通す穴4か所。

お堂だったので、しよう。

瓦塔は、これまでに千葉県内では30個体以上の

出土例が知られていますが、全体の形を復元できる

ものはごくわずかですの馬込遺跡、のものは、� l階部

分から屋根の上につく相輪部分まで、ほとんどの部

品がそろっていました。表面には彩色したあとも認め

られます。復元すれば子供の身長くらいはある大き

なもので、当時はさぞ目立ったことで、しようO

(沖松信隆)

印西市馬込遺跡E塔出土状況

千葉市の中心街か5南東に向かつて2kmほどのとこ

ろに、住宅・都市整備公団が建設を進めている 『青葉

の森の街j(千葉寺土地区画整理事業)があります。
みやこがわ

事業地は、都川に沿って東西にのびる台地の西端で、
じぞうやま

眼下には東京湾を臨みます。ここには、地蔵山遺跡、
忽かのだい

中野台遺跡、 鷲谷津
わしゃっ

遺跡、観音塚
かんのんづか

遺跡の� 4遺跡があり、

昭和60年か5本格的な発掘調査を行ってきました口
たてあt.;.

調査の結果、� 400軒にのぼる竪穴住居跡をはじめ、掘立柱建
まったてばしら

物跡、墓など数多くの遺構

が見つかりました。また、観音塚遺跡か51ま、語j両同18ゃ文字の刻まれた語室、益編裂の

鈴、「子駅口(家?)Jと書かれた墨書土器芯ど特殊芯遺物も出土し、奈良時代か5平安時

代初め� (8世紀.....，� 9世紀)を中心とする大規模な集落の様子が明らかになりました。

周辺には、奈良時代に創建された「千葉寺Jや青葉の森公圏内に保存されている荒久
あらく

古

墳、東海道河曲駅
かわわえを

推定地等、古代の重要な遺跡が数多く見� 5れ、との地が下総国南
しもうさのくに

部で拠

点的な役割をはたしていたと考え5れます。(島立 桂)

千葉寺 費忽戸墳ょこ…ロさし，
天文19年(1550)の銘がある 切石積みの横穴式石室をもっ

ちゅ3どコろ� J /)、くけい� Zリ ちく をd"yη、し つつ

「鋳銅六角形梅竹文透釣 l辺24メートルの古墳時代終

遺跡今昔物語⑤


どうろう

灯龍」出土(重要文化財)� 
末期� (7世紀)の古墳

和問閥均1と文字の刻まれた管玉

れ ~l怠\ 

⑧ 

r 

ン，

中野台遺跡 鷲谷津遺跡・観音場遺跡 地蔵山遺跡
昭和30年代に喝非時代中期(約� 東西!と連なる古代の大集落。� 縄文時代早期末(約7.000年前)

2，000年前)の壷が発見されたこ 350軒あまりの竪穴住居跡と掘立 の土器、古代の竪穴住居跡、方形

とで著名な遺跡。 柱建物跡 の溝に区画された墓。� 

弥主関代の竪穴住居跡や芳影

国藩量、中世の墓地。







発掘調査速報
 遺跡今昔物語 


常磐自動車道は、埼玉県(三郷
み さと

市)から千葉

県・茨城県を経て福島県(いわき市)まで続く全
とまって出土 した例は、全国的に見てもめず

長約� 190kmの高速道路です。このうちの8.6kmが
らしく、 当時の生活の様子を知る上で貴重な

県北西部の柏市と流山市を通っています。
資料となっています。

道路の建設工事に先立って行われた発掘調査は、
ここの炉穴は、大人一人がゆったり 入れる

昭和52年から57年までの5年間にわたり、� 17の
ほどの大きさです。使い方は、穴の中で火を

写真の炉穴1<1:4基重なっており、火をたいたr;'}が5か所発見され 遺跡に及びました。

工事と発掘調査が同時に進む。柏インター・チェンジ付近

たいて食べ物を煮たり焼いたりする“半地下 ました。 全体の大きさは約4mx3m、深さは約1.lmo は、:.::-
と ね がわ えど

紹介 ーナー

上の写真は、古代人が書いた文字です。すぐ

に読める文字もありますね。
すみ

このように、土器に墨で文字 ・記号・顔の絵

などが書いてあるため、 墨書土器と呼ばれてい

約600点の墨書土器が見っ

かりました。

墨書土器は、一つの土器

に一文字で 「大JCDr冨j③

式キッチン"のよう なものと考えられます。

このころは家の外でも調理をしていたのでし

ょっo

貝ブロ ックは直径� 5mほどの大きさです。

間見穴遺跡は、八千代市の北部を流れる新川
しんかわ

(旧

平戸川
ひらとがわ

)を見下ろす台地上にあ ります。平成10年度

までの調査で、|日石器時代から中・ 近世にかけての

生活跡や遺物が多 く見つかり、 長い時代にわたって

人々が暮ら していたことがわかり ました。

なかでも、 縄文時代早期末(約7000年前)の竪穴

住居跡� 4軒 ・炉穴27基 ・員ブロック20か所などがま

ます。

今回紹介するのは、鳴神山遺跡(北総・公団

線:千葉ニュータウン中央駅南側)で見つかっ

「依J③、二文字で 「大加j④などと書かれていま

した。これらの文字が書かれた墨書土器は、県

内の遺跡でも数多く見つかっていますョ

出土した員の種類は、ハイガイ・マガキ ・オ

キシジミをはじめとして、アサリ ・ハマグリなどで� 
ん� 1;(ぬま

す。当時は、印
L

施沼まで海水が入り込んでいたので、
、

縄文人はこご で、潮干
しおひ

狩りや魚とり をしていたのでし

ょうD 員ブロックはその証です。

ふから約7000年前の“問見穴縄文人円は、眼下に

広がる干潟
ひがた

と炉穴から立ち上る煙を眺めて、 何を思

っていたのでしょうか。

人名だろうと考えられています。そのほかに、

「丈Jr丈部Jr丈尼jだけの墨書も見られ、ご

の辺一帯を治めた一族・丈部姓
はせっかべ

を表したものだ

と言われています。これと同類の文字は、八干

代市を流れる新川
しんかわ

周辺の遺跡でも出土してお

り、 注目されています。

古代人が残した墨書土器は、地名・人名を表

したもののほかに、 宗教的な儀式や、まじない

などに使われたと考えられていますが、まだ謎

の多い分野です。� 

火をたいた跡。

炉穴で調理しているようす (想像図)

イラヌ卜/石井歌織

調査は、利根川に近い遺跡から始められ、江戸

川
がわ

に向かつて進められました。調査の結果、旧石

器時代後期(約3万年----1万2千年前)から江戸時

代にわたる、様々な時代の遺構(生活や施設の跡)� 
l孟忽

と遺物を見つけるととができました。中でも、花

前
まえ

遺跡の「鉄づくりのムラ」の発見は、話題を呼
か"f'さ

びました。現在、遺物の一部は県立上総博物館

(木更津市)や当センター資料室(四街道市)など

で見ることができます。

江戸時代以降、この地は江戸川と利根川の舟運で大いに栄えました。とりわけ、

高瀬舟
たかせぷね

による定期航路は重要な位置を占め、大量の物資を江戸にもたうしました。� 
Uょうき せん

近代になると、蒸気船が運航
うんこう

されますが、高瀬舟はいまだ舟運の中心で、大正時
を陪うげをおとろ

代(関東大震災の前)まで活躍
かっゃく

しました。その後、舟運は急激に衰えます� D

現在、乙の地域はすっかり陸の交通!と移り変わり、都心に隣接
りんせつ

したベッドタウン

として、新たたよ町作りが計画されています。

現在の常錨自動車道柏インター・チェンジ上空

1:1<1:まえ もとわり� 

2.元割遺跡 3 違うij拘跡 4

時
山

遺

跡
中
日

凶
新
時

邑
圃
�
 
白

ち
日
生

m
E
m
 

-
z

醐
跡

，.花前遺跡た墨書土器です。ここでは、 奈良時代から平安 さらに、 一つの土器にたくさんの文字が書か
平安時代の鉄づくりのムラ 旧石器時代の生活跡� 旧石器時代の生活跡
江戸時代の屋敷跡時代初期(主に� 9世紀代)の上器がたくさん出 れていたものもありました。写真⑤は、「丈部
うまどて わかぱだい

土しました。そのうち、小さな破片も含めると 山城方-Jと書いてあります。「丈部山城jは 5.馬土手� 6.若葉台遺跡
7. 跡上貝塚遺

かみかいづか

をりがやみQ:JJb tJ

流山市青田に所在
縄文時代前期のムラと貝塚 (現在の桐ケ谷南割遺跡の一部)

江戸時代の放牧場の周囲にめぐらされた土手跡
古墳時代後期のムラ







発掘調査速報


装身具を身に付けた男性人骨

布吉南貝塚は、千葉市緑区役所近くの台地上にあ

ります。ここは、縄文時代中期後半(約� 4500年前)
品と

の大きなムラの跡です。 直径約� 100mの馬蹄形の貝
たてあなじ 町うじ 主

塚が見つかり、その周辺に、竪穴住居や貯蔵間の穴

がたくさんあったことがわかりました D

司王成10年度にその一部を調査したところ、埋葬さ

れた人骨が、ほぼ完全な状態で発見されました� 頭O

は北西を向き、土器がかぶせられていらうえに、手

足は写真のように折り曲げられていました。これら

昭和の初めころまで、機織りは農家などで時

折り見られる光景でした。また、糸を紡いだり、

機織りをすることは人々にとって身近で、重要

な仕事でした。

機を使って布を織るようになったのは弥生時

代からと考えられています。機は木製のため、

遺跡からはほとんど見っかりませんが、糸を紡

ぐときに使われる紡錘車は竪穴住居跡などから

見つかっています。

布を織るためには太さのそろった、しっかり

した糸が必要です。室町時代(1� 6t吐紀以降)に

縞た議l蓄が盛んになるまでは、カラムシ(苧麻)

という植物が絹と並んで糸の主な原料で、した。

カラムシの皮から繊維
せん い

をとり、長くつないで糸

にしますが、そのままでは弱いので、ねじって

操りをかけます。紡錘車はこの作業に使われま� 

l目 石ト 百百

約60万平・IliJ(寓減県� k高森遺跡}

は、「饗被葬」及び「屈葬」と呼ばれ、縄文時代に

見られる埋葬の仕方です。

この人骨は男性で、縄文時代の成人男性の平均身

長(約157cm) と比べて、かなり背が高かったよう

ですO

男性の腰の辺り
あた

からは、イルカの下顎の骨
あご

'で、作っ

た装身具 (表紙写真)が出土しました これには、O

品と

非常に細かい文様が施されており、赤く塗
ぬ

った痕も

一部残っていました。

左手の近くでは、イモガイ(巻貝の一種)の貝殻

を輪切りにし、小さな穴をあけて作った装身具も見

っかりました。

ここで紹介したような装身具が見つかることは大

変珍しく、 当時でも貴重な宝物だったことでしょう 。

その宝物を身に付けていたこの男性は、狩りのリー

ダーや村長のような重要な立場の人だったのかもし

れません。ムラ人たちは、中心人物を亡くした悲し

イモガイ製の装身具

ていちょう {まうむ

みに耐えながら、丁重に葬ったのでしょう� O

したc

えん� :fんがた

円盤形をした紡錘車の中心に輸を差し込み、

端に撚りのかかっていない繊維を掛けます。端

を持ってぶら下げ、繊維がぴんと張った状態で

紡錘車を回すと繊維も回り、撚りがかかります。

出来上がった糸は次々と軸に巻き取っていきま

す。

時 代

鉄製の紡錘車を使い、

志麻に撚りをかける機子。
ひし1>'''もろのぷ わ己 ζ ひゅ〈じよ

(菱川師宣 f和国百女j

より転載)

ごの紡錘車はいろいろな材質で作られまし

た司土製のもの、石・木・動物の骨製のもの、

土器の破片を再利用したものなどがあります。

軸は木と思われますが、ほとんど残っていませ

ん。時代によっては紡錘車と軸を鉄で作ったも

のもあります。また、大きさや重さも様々で、

糸の太さに合わせて作られたと考えられます。

手のひらに載せると、すっぽりと収まる大き

さのものがほとんどです口その心地よい重さは、

速い昔の手仕事のぬくもりを伝えてくれるよう

です。

遺跡今昔物語� 

¥ ¥藤田)
東総用水は、東総台地の農業用水とyk者芥り!確{果のためiE

作らη主kSOち三勺恩水壬毒に伴って、東亭� j可ZL軍部宮ノ前

遺跡、今郡カチ内遺跡、小座ふちき遺跡、青馬前畑遺跡の� 4

遺跡の発掘調査が、昭和56年から57年にかけて行われまし

たO

それまで東圧町では、発掘調査はほとんど行われたことが

なかったため、最初のころ北見学者が毎日のように訪れてい

ました� 発掘調査に初めて携わった地元の補助員さんも「いO

ったい、これからどんな仕事をするのだろうかjと不安げ‘な

様子でした。

しかし、調査が進むにつれて、この辺りは、はるか旧石器

時代の昔から人が住み始めていたことがわかってきました。

また、今郡カチ内遺跡で見つかった縄文時代早期(約� 7000
ひばか り

年前)の土器の中には、「日計式」という東北地方を中心に

作られた土器が含まれており、利根川以南では初めての発見

となりました O この土器は、当センタ-(四街道市)の展示

室で見ることができます。

また、弥生時代や古墳時代をはじめとして、奈良・平安時代の大規模なムラの存在も明ら

かになっています3紹介した遺跡の近くには、国の史跡に指定されている小見川町の阿玉台

貝塚や良文貝塚などがあります。

このように、東総用水の工事に伴う発掘調査によって、東庄町にも古くから人々

の生活があったことがわかりましたo

唱物紹介コーナー

1.高部宮ノ前遺跡
縄文時代から中jltまでの幅広い時代にわたる遺跡。

弥生時代、占墳時代のムラが発見される。� 

3.小座ふちき遺跡
縄文時代から奈良・平安時代にかけての遺跡。

住居跡も発見。� 

CD 

2.今郡力チ内遺跡� 
IR石器時代から人が住んでいたことを確認。

縄文時代早則の 「日計式土器� Jが見つかる。� 

4.青馬前畑遺跡
縄文時代から奈良・平安時代にかけての遺跡。
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